












































































































































































ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（分野） 授業形式
応用数学B(Applied Mathematics B) 

S613S200 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名小畑経史

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I t-obataOo i ta-u. ac. j p 内線 7871 

授 オペレーションズ ・リサーチは，数理的な裏づけをもとに最適な意思決定を支援するための学問分野である本講義ではオベレーションズ ・リサーチで扱う代表的な問題で

業ある線形計画問題を中心に， ゲーム理論，待ち行列問題，組合せ最適化問題， 階層化意思決定法を取りあげ 具体的な現実の問題から解決のための本質のみを取り出すモデ

のル化， 解決のための手法とそれを裏付ける数理的理論について学ぶ．

概

蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1線形計画問題を定式化し，シンプレックス法を用いて解くことができる 00  00  
目標22人ゼロ和ゲームを理解し，最適戟略を求めることができる 00  00  
目標3待ち行列問題を理解し，待ち行列システムの評価指標を求めることができる 00  00  
目標4 階層化意思決定法を理解し，主観的意思決定に利用できる 00  00  
目標5組合せ最適化問題を理解し，問題を定式化できる 00  00  
目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

胆集の内容

1オペレーションズ・リサーチとは，線形計画問題の定式化

2一般形線形計画問題の標準形への変換

3掃き出し法の復習基底変数と基底解

4シンプレックス法の理論

5 シンプレックス法の手順シンプレックスタプロー

6線形計画問題の演習

7 2段階法， Big-If法

8双対問題，双対定理，退化と巡回

9 中lllJ試験および解悦

10 2人ゼロ和ゲーム，純粋戦略

11混合軟略， ミニマックス定理，線形計画問題での表現

12待ち行列問題， ケンドール記号，シミュレーションの利用

13階層化意思決定法，一対比較行列，整合性

14組合せ最適化問題，割当て問題，ナーススケジューリング問題

15最短路問題， ダイクストラ法，巡回セールスマン問題

ラア
0小テストとレポートにより知識の定着をはかる

工そ
講毅資料等の提示，小プストなどにLMS(Moodle)を活用する

lクB：意見の表現・交換
レポートにより活用能力向上をはかる

夫の
ーア C・応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

時闇外学修
準備 UtSにて事前に配布した講義資料や参考書を用いて予習する(!Sh)

学修
の内容と時

事後 講義資料、小テスト、レポートにより復習する(15h)
間の目安

学修

教科書を指定せず，必要に応じて資料を配布する

教科書

参考書 松井 ・根本 ・宇野 「入門オベレーションズ ・リサーチ」東海大学出版会 (2008)

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜
評 中間試験 30" 

価期末試験 40" 

゜゚ ゜゚ ゜の 確認テスト 15% 

゜゚ ゜゚ ゜方 レポート
法

15" 

゜ ゜及

び
評

価

罰

合

注意事項
行列変形による連立1次方程式の解法（掃き出し法）を修褐していること

備考
]ABEE「知能情報コース」学習 ・教百到達目標 (Al), (d3)関連科目

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授集形式
基礎プログフミング(Programming)

S611S300 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 池部実

選択 2 1年 理工学部 前期

E-mai I mi noru@o i ta-u.ac. j p 内線 7872 

授 他の専門科目や実験・演習に必要となるプログラミングの基礎力を養成するため，計算機の代表的なプログフミング言語であるC言語の基礎について学ぶ。

業 C言屈は， • UNIXオペレーティングシステムを記述するために設計され，その後， UNIXの苔及とともに，さまざまな分野で汎用的なプログラミング言栢として使用されるよ
のうになった。本講義では， C言話の基本構文，基本データ構造，モジュール化，構造化プログラミングの概念といった手続き型プログラミングの基本概念について税明する

概 。内容の直要性に鑑み，プログラミングの演習科目「基礎プログラミング演習 1, 2」を併殷してある。

憂

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1手続き型プログラミング言託の基本構文と配列，基本データ構造，文字列処理，関数，ファイル入出力の各機能を理解し，その

゜目標2 与えられたアルゴリズムをもとにC首栢プログラムを独力で作成し，注釈等によってプログラム仕様を11i1潔かつ簡潔に記述できる

゜目標3 プログラムの作成に，プログラミング言語の詩概念を応用することができる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1授業ガイダンスとプログラミングの基礎 讀義の目的，コンピュータの基礎．プログラミング基本用話，コンパイル

2入出力 蘭単なプログラム，書式付入出力

3変数代入，型，四則演算

4基本構造 (1) 分岐， if, swi th文の活用

5基本構造 (2) 反復． while, for文の活用

6配列 (1) 基礎，添字，初期化

7配列 (2) 文字列，文宇列関数

8関数 (1) 立言，引数，仮引数，戻りイi'I

9 関数 (2) 配列と関数引数，コマンドライン引数，分割コンパイル

10ポインタ (1) コンピュータの基礎再び，ポインタと配列

IIポインタ (2) ポインタと関数引数，文字ポインタと関数，ポインタ対多次元配列

12構造体構造体とは，構造体の立言，利用方法

13ファイル (1) オープンとクローズ，ファイルヘの入出力

14ファイル (2) リダイレクトとパイプ，標準入出力と標準エラー

15プログラミングスタイル 分かり品いプログラム，デバッグ

ラア A•知諜の定着 ・ 確認 0復習のために演習課題を課す。
工そ
復習のための講義動画を用意しているので各自復習に利用し，

lクB：意見の表現・交換 夫の 演習課題に取り組む。

- 7 c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知謙の活用・創造

時間外学修
準傭 教科書，貌明資料を醗み予習する(!Sh)

学修
の内容と時

事後 演習課題を解く (15h)間の目安
学修

蓑原隆： Cプログラミングの基礎，サイエンス社 (2007).

教科書 講義資料を学習支援システムにて配布する

B. Wカーニハン，D.Mリッチー著，石田晴久訳：プログラミング言話C第2版 ANSI規格準拠，共立出版(1989).

参考書 そのほかの参考書についてはeラーニングシステムで紹介する

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 60% 

゜゚ ゜価演習課題 401' 

゜゚ ゜の

方

法
及

び
評

価

割
各回の授業中に理解度を確認するために演習課題を出題する。演習課題は各回の理解度を測る重要な指標とし，成績に反映する
合

本講義や 「基礎プログラミング演習 1, 2 Jの演習以外にも，教科書や参考書のプログラム例を参考にして， 自分で作成・ 実行することが重要となる。また，授業
注意事項 中の小テストは，過去に学習した内容にさかのぼって出題するので，毎回の講義後の復習もきちんと行うことが必要となる

傭考
教且免許「情報J指定科目．]ABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(dl), (d2)関連科目。

リンク
URL I 



ナンパリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（分野） 授集形式

基礎ブログラミング濱習1(Pro11rammin11 Laboratory 1) 

S611S310 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名西島恵介，永田亮一，池部実

必修 1 1年 理工学部 前期

E-mai I [k-nisij ima, nacata-r, minoru}@oita-u.ac jp 内練 7883, 6607. 7872 

授 1 授業の目的

集 プログラミングを行うために必要な知識および技能として、パソコンの使用法やエディタを使ったCプログラムの作成、ファイルの構成と操作、コンパイル、実行等の計
の 算機操作法について学びます。基礎プログラミングの！鶯義と並行して、 C言匝を用いた基本的なプログラミングの演習を行います。実際にプログラムを自分で書く ことによ

概 り、より「よい」プログラムに関する理解とその作成能力を養います。

蔓

具体的な到達目襴 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1プログラム作成のために必要な計算機の基本操作を行うことができる

゜目標2C言語の基本的な構文を用いて簡単なプログラムを独力で作成 ・実行 ・デバッグすることができる

゜目標3濱習で求められている問題内容とその解決法、プログラムの仕様、実行結果を論理的に記述することができる 。
目標4プログラムの作成に、プログラミング言匝の諸概念を応用することができる

゜目標5プログラムの設計・作成 ・テストの計画を企圃立案し、その工程に沿って期間内にそれを遂行できる

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1計算機操作法 パソコンでのファイル操作、エディタの使用法、 Cプログラムの作成、コンパイル、実行

2計算機操作法 パソコンでのファイル操作、エディタの使用法、 Cプログラムの作成、コンパイル、実行

3計算機操作法 パソコンでのファイル操作、エディタの使用法、 Cプログラムの作成、コンパイル、実行

4計算機操作法 バソコンでのファイル操作、エディタの使用法、 Cプログラムの作成、コンパイル、実行

5 簡単なプログラム

6 簡単なプログラム

7条件による処理の分岐

8条件による処理の分岐

9処理の繰り返し

10処理の繰り返し

11配列

12配列

13文字と文字列の操作

14文字と文字列の操作

15関数

ラア A•知識の定着・確認 〇受講生を班にわけ、班ごとにTAを配置し、疑間点やうまくいかない点な
工そ
UIS (Moodle)の活用

1クB：意見の表現・交換 ど゚を受講生がすぐにTAに相駁できる体制を整えている。 夫の
ーア c応用志向 他
ンイ の
グブ D：知識の活用・割造

時間外学修
準傭 教科書を読み，予習する (15h)。

学修
の内容と時

事複 解けなかった濱習諜題を復習する (15h).間の目安
学修

(1)知能情報システムコース ：初期研修マニュアル 初級編．中級編 (UISマニュアル）、知能情報システムコース、 2014年．

教科書 (2)蓑原隆： Cプログラミングの基碕、サイエンス社、 2007年

(1)九州工業大学情報科学センター編：インターネット時代のフリーUNIX入門、朝倉書店、 2001年．

参考書 (2)皆本晃弥： Lin匹／FreeBSD/Solarisで学ぶUNIX、サイエンス社、 1999年．

(3) B. W.カーニハン、 D.lt.リッチー著、石田睛久訳． プログラミング言栢C第2版ANSI規格準拠、共立出版` 1989年．

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目襴 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート JOO% 

゜゚ ゜゚ ゜価

の

方
法

及

び
評

価
顎

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育目標(A3)、（B3)、（C2、3)、（Dl)、（dl)、（d2)関連科目．

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題l/（分野） 授集形式

基礎ブログラミング濱習2(Prorramm i nr Laboratory 2) 

S611S311 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名西島恵介，永田亮ー．池部実

必修 1 1年 理工学部 前期

E-ma i I (k-nisij ima. nagata-r, minoru}Ooita-u.ac.jp 内線 7883, 6607, 7872 

授 1.授業の目的

業 基礎プログラミング、基礎プログラミング演習1の講義 ・濱習と並行して、 C言栢を用いた総合的なプログラミングの演習を行います。実際にプログラムを自分で設計 ・
の 制作することにより、より 「よい」プログラムに関する理解とその作成能力を養います。

概

璽 2.カリキュラムに占める位置

員体的な到違目襴 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1C言語の基本的な構文を用いて数百行程度の自己完結プログラムを独力で作成 ・実行 ・デバッグすることができる

゜目標2複数人で協力して 1つの応用プログラムを開発できる

゜目標3演習で求められている問題内容とその解決法、プログラムの仕様、実行結果を論理的に記述することができる

゜目標4 プログラムの設計 ・作成 ・テストの計画を企画立案し、その工程に沿って期間内にそれを遂行できる

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

I llll数
2 関数

3関数

4 ポインタ

5ポインタ

6 ポインタ

7 ポインタ

8構造体

9構造体

10ファイル入出力

11ファイル入出力

12総合課題（プログラムの設計、作成、テスト）

13総合課題（プログラムの設計、作成、テスト）

14グループ課題（単体テスト、 結合テス ト）

15グループ課題（単体テスト、 結合テス ト）

ラア A：知識の定着・確認
0受講生を班にわけ、班ごとにTAを配置し、疑問点やうまくいかない点な

工そ
U.IS (lloodle)の活用

1ク 8：意見の表現 ・交換 。どを受講生がすぐにTAに相絞できる体制を整えている。 夫の
ー-ア-c：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知識の活用 ・鯖造

時間外学修
準傭 教科書を腔み，予習する (15h)。

学修
の内容と時

事後 解けなかった演習課題を復習する (15h)。間の目安
学修

(1)知能情報シスアムコース：初期研修マニュアル 初級編 中級編 （山Sマニュアル）、知能情報システムコース、 2014年

教科書 (2)蓑原隆． cプログラミングの基礎、サイエンス社、 2007年．

(1)九州工業大学情報科学センター編：インターネット時代のフリーUNIX入門、朝倉書店、 2001年

参考書 (2)皆本晃弥： LinUJC/FreeBSD/Solarisで学ぶUNIX、サイエンス社、 1999年．
(3) B Wカーニハン、D.M.リッチー著、石田睛久訳 プログラミング言栢C第2版ANSI規格準拠、共立出版、 1989年．

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 レポート 100% 

゜゚ ゜゚価

の

方
法

及

び
評

価
顎

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログフム」学習 ・教育目標(A3)、（B3)、（C2、3)" (Dl)、（dl)、（d2)関連科目．

リンク
URL 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題】／（分野） 授業形式
データベースシステム(DatabaseSystems) 

S613S302 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名紙名哲生

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I 内線

授 1.授業の目的

業大量データを効率よくコンピュータで処理するには，それらをデータベースとして管理することが重要です。この科目では，現在最も利用されているリレーショナルデータ
の ベースシステムの基本概念と基本知織を学習します。

概

蔓 2.カリキュラムに占める位置

頃体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1データペース応用やデータベースシステム管理のための基硝知識を悦明できる。

゜目標2データベース問合せ言話SQLを活用できる。

゜目標3データベースの実装に関する技術について説明できる。

゜目標4現実世界のデータから，計算機上のデータペースを餃計できるようになる。

゜゚目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

lガイダンス，基本概念

2データモデリング

3 リレーショナルデークモデル

4 リレーショナル代数・論理

5 リレーショナルデータペース言語の基礎

6 リレーショナルデータベース言語（より発展的な内容）

7 リレーショナルデータペースの総括・課題の解悦 ， 

8 中間試験と解悦

9 リレーショナルデータベース設計論

10物理的格納方式

11問い合わせ処理

12同時実行制御 (1)

13同時実行制御 (2)

14障害回復

15 NoSQL・諜題の解説

ラア
A知鯰の定着・確認 〇授業中に理解度を確認するための課題レポー トあるいは演習問題を諜す

工そ
lクB，意見の表現 ・交換 ゜ 夫の
ー- ア- c：応用志向 他
ンイ ヽ

の
グブ D：知諏の活用・創造

゜時間外学修
準備 教科書を予習してきてください (!Oh).

学修
の内容と時

事後 教科書を適宜統み返しながら、レポート謀題を完成してください (20h)。間の目安
学修

北川博之 ：データベースシステム（改訂2版），オーム社， 2020年．

教科書

(1)増永良文：リレーショナルデータベース入門 ［新訂版］，サイエンス社．

参考書 (2)データベース操作言語SQLの参考資料（図書館に多数あります），

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 50% 

゜゚ ゜゚価中間試験 40" 

゜ ゜゚の 課題レポート JO% 

゜゚ ゜方

法

及

び
評

価

叡

合

注意事項
並修科目の「データペース演習Jで，この謂義の演習問題を扱い，また計算撹を使ったデータベースの構築 ・検索をします。 rデータペース演習」を併せて受講し
てください。

備考
教只免許「情報J指定科目。 JABEE「知能情報プログフム」学習 ・教育到達目標(A3),(d4)関連科目。

リンク
URL 



担当教只c
実務経験C

゜右鉦教只の実召 民間の研究所に非常勤研究貝（教只との兼業）として勤務し、実証実験向けのデータベース含む各種サーピスの構築を行った。、騎

実務経験を

いかした亀実務で得られた実体験を適宜織り交ぜながら講義する。
守内容



ナンバリング 授菓科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】／（ 分野） 授業形式

データペース濱習(DatabaseSeminar) 

S643S310 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名西島恵介

選択 I 3年 理工学部 前期

E-mai I k-nisijima@oita-u.ac jp 内線 7883 

授 並習科目である「データベースシステム」の授業で学習したことを，演習問題やレポート課題を解くことでその内容理解をより深めます。また，実際に計算機を使って，

業自分でデータベースを構築・検索することで， より正確にデータペースを理解することをねらいます。

の

概

憂

具体的な到違目櫂 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1演習を通してデータベースの基本概念を習得する。

゜ ゜目標2データペースの構築 ・検索方法を習得する。

゜目標3 データベースのモデリングを習得する。

゜目標4 演苔で求められている問題内容とその解決法，実行結果と考察を論理的に記述できる。

゜目標5 データベース設計 ・実装 ・テストの計画を企画立案し，その工程に沿って期間内にそれを遂行できる。

゜゚目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1データベースの基礎概念：データペース百栢，データペースモデル

2 データモデリング 実体関連モデル，関係モデル，概念餃計，論理設計

3 データモデル ：関係，データ制約，関数従属性

4 リレーショナルデータモデル • 関係代数，関係論理

5 リレーショナルデータベース言栢SQL:SQLの記法間合せ

6 リレーショナルデータベースの検索 ：PostgreSQL,接続方法， psql-hサーバ名

7 個人データベースの設計 ・自分でデータペース化するテーマを選び，モデル設計

8 データの収集 自分でデータペース化するデータを収集

9 個人データベースの構築：データ定義コマン ド， create,drop 

10涸人データベースの検索．データ操作コマンド，select,insert, delete 

II物理的データ格納方式 レコード，ファイル，ヒープ，ハッシュ， B木，二次索引

12問合せ処理：問合せ最適化，処理木

13同時実行制御 トランザクション，直列化可能性，ロック

14障害回復：障客の分類，ログを用いた障客回復

15データペース設計綸 ：論理設計，関数従属性，正規形，総合的な課題

ラア
A：知諜の定着 ・確認 0 TAを配置し、疑問点やうまくいかない点なと ．を受講生か・すく 1こTl

工そ
lクB：意見の表現 ・交換 。に相駁てきる体制を整えている。 夫の
-- 7 -c：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜時間外学と修時
準傭 並呵科目 「データベースシステム」の内容をよく理解すること (10h),

学修
の内容

事後 課題レポートを培実に提出すること (!Oh)。間の目安
学修

北川博之，データペースシステム（改訂2版），オーム社， 2020年，

教科書

増永良文：リレーショナルデータペース入門［新改定版］， サイエンス社

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績

゜
。

゜゚ ゜
評 レポート課題 70% 

価 計算機演習課題 30% 

゜゚ ゜゚ ゜の

方

法

及

び

評

価

劉

合

注意事項
レポート提出期限は厳守し，再提出も考えて早くとりかかるようにしてください。

備考
教只免許 f情報」指定科目。 JABEE「知能情報プログラム」 （選択）学習 ・教育目標(A3),(B3), (C2, 3), (DI), (d4)関連項目。

リンク
URL I 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題】 ／（ 分野） 授集形式
音メディア処理(AudioMedi a Processing) 

S612S400 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名古家賢一

選択 2 2年． 3年 理工学部 前期

E-mai I fu ruya-ken i ch i@o i ta-u. ac. j p 内線 7879 

授 l．授業の目的

業現在，音声，音楽の音メディアはインターネット上をコンテンツとして流通し，また，廿声インタフェースとしても笞及してきています。ここでは，汗メディアのコンビュ
の一夕上における表現およびその処理方法について学ぶことを目的とします。

概 2．カリキュラムに占める位置

蔓 コンビュータ上で扱う音メディアデータは数値の一種であり，その処理には数学に関連する基磋知識が必要となります。また，コンピュータにおける画像を含めたメディア

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 コンピュータに汗メディアをどのようにディジタル化して取り込み，表現するかについて説明できる。

゜目標2汗メディア処理におけるフーリエ変換の意義およびその方法について貌明できる。

゜目標3ディジタルフィルタを用いた簡単な汗メディア処理について理解し，悦明できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

I trメディア処理とは
2基本的な離散時間1言号 ：パルス信号，正弦波信号，方形波信号

3基本的な離散時間信号 ：加算操作，乗算操作，シフト操作，反転操作

4線形時不変システム ：線形性，インパルス応答

5線形時不変システム：昼み込み

6離散時間フーリエ変換 ・｛言号の周波数分析

7離散時間フーリエ変換：スベクトログラム

8 中間試験，及びz変換

9 z変換と離散時間フーリエ変換の関係

10サンプリング

11離散時間LTIシステムの表現

12離散時間LT!システムの性質

13ディジタルフィルク FIRフィルタ， I IRフィルタ

14ディジタルフィルタ： フィルタの特性解析

15統計的償号処理

ラア A知鰈の定着・確認
〇授業中に理解度を確窮するための試験， レポー ト課題あるいは演習問尉

工そ
数理科学コース及び知能情報システムコースの講義連携である

IクB：意見の表現・交換 を課す。
夫の 特色を活かす

ーア c：応用志向

゜
他 ために．受講生がお互いに協力して理解を深めるグループ形式

ンイ のでの助け合い演習を実施します。
グブ D知靡の活用・劉造

時間外学修
準備 Web上の講義資料を予習して来てください (15h)。

学修
の内容と時

事後 復習でWeb上の講義資料を読み返し，内容を理解していってください。課題レポートを着実に提出していくこと (15h)間の目安
学修

適宜，資料を配布します。

教科書

より詳しく学習したい人は以下の図書を参考にしてください。

参考書 大賀，山崎，金田：音響システムとディジタル処理，コロナ社

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 30̀ 

゜゚ ゜価課題レポート 20% 

゜
0 

゜の期末試験
方

50% 

゜
0 

゜法

及

び
評

価

劉
合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログラム」（必修），学習 ・教育到達目標(A2),(A3), (d4)関連科目。

リンク
URL 



担当教只q
実務経験<T;O
右鉦 .. 
教只江の曇実白務情報通償企業で通信会謙システムの研究開発に従事

実務経験を

いかした乾 企業においてどのように研究開発を行うかを経験をもとに紹介
守内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式
マルチメディア処理(MultimediaProcessing) 

S612S401 
ヽ

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名行天啓二

選択 2’ 2年 理工学部 後期

E-mai I cvohtenCoita-u ac.jp 内線 7865 

授 l．授業の目的

業 この授業は， コンビュータ上におけるマルチメディアデータの表現およびその処理方法について学ぶことを目的とします。マルチメディアデータがコンピュータにどのよ

の うにして入力され，表現されるかについて学んだ後マルチメディアデータに対してどのような処理を施すことにより，どのようなデータを獲得でき，どのような効果を期
概 待することがて？きるかについて学びます。

妻 2カリキュラムに占める位置

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
目標1コンピュータ内の面像 ・映像（以下マルチメディア）をデータ構造レペルで脱明できる

゜目標2 マルチメデ冴アデータに対しする変換処理，および，獲得できる情報について貌明できる．

゜目標3マルチメデ冴アデータの圧縮の意義およびその方法について悦明できる．

゜目標4各種マルチメディア入出力機器の種類およびその原理について悦明できる。

゜目標5マルチメディア処理を活用した情報処理システムの応用例を挙げることができる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1情報のディジタル表現 請義の目的，情報のディジタル表現，ディジタル化

2画像データ 画像データ構造画像の種類

3濃淡画像データ処理 (1) 幾何学変換

4濃淡画像データ処理 (2) 濃度補正，差分フィルタ

5濃淡画像データ処理 (3) 平滑化，鮮鋭化

6 一値画像データ処理 (1) 2値化

7二値画像データ処理 (2) ハーフトーニング

8 中間試験及びその解貌と，前半までの振り返り

， —値画像データ処理 (3) 2値画像処理における基礎事項，ラベリング

10二俯画像データ処理 (4) 膨張収縮処理，細線化，距離変換，輪郭紛追跡

II画像特徴 テンプレートマッチング，コーナ検出， Hough変換，慣性モーメント

12画像の正規旺交変換 周波数分析，フーリエ変換，周波数のフィルタリング

13色 色度座標， RGB表色系，マンセル表色系

14動固像処理 動画像データ，行景差分・フレーム間差分，動きベクトル

15データ圧縮 ・マルチメディア入出力機器 データ圧縮，マルチメディア入出力機器，情報処理システム応用例

ラア A：知諜の定着・確認
〇毎回の授業中に， moodleを用いて，授業内容に関する小テストを実施し

工そ
lク B•意見の表現 ・ 交換 ます。また，授業の最後に，記述式の小テストを実施することもありま

夫の
-- 7 -
C．応用志向

す。授業に関する質問については， moodleによる掲示板や，毎回の授業 他
ンイ において配布する質問記入用紙で受け付けます。 の
グブ D：知謙の活用・割造

準傭 資料を事前に公開します。授業に先立って資料をあらかじめ読んでおき，概要を把握したうえで，授業に臨んでください(7h)

時間外学と修時 学修
の内容

事後 授業の最後に実施される記述式の小テストについては．過去の授業で既に悦明済みの内容を問題にします。授業終了後に復習を怠らないようにしてく ださし
間の目安

学修 (38h) 

教科書1文指定しません。資料は事前に公開します。

教科書

l 

(I)田村秀行：コンビュータ画像処理，オーム社(2002)

参考書 (2)ディジタル画像処理， CG-ARTS協会(2004)

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目標 目標

籟
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 小テスト（moodle) 151' 

゜゚ ゜゚ ゜価 小テスト（記述式） 15% 

゜゚ ゜゚ ゜の 中間試験 35% 

゜゚ ゜゚ ゜方法． 期末試験 35% 

゜゚ ゜゚ ゜及

び

評

価

劃

合

注意事項
講義中にmoodleを使用しますので，受謂生は，スマートフォン • PCなど持参してください。

傭考
教只免許 「情報」指定科目。JABEE「知能情報プログラム」（必修），学習 ・教育目標(A3),(d4)関連科目。

リンク
全文は以下の通り

URL http:／／""'2・ csis. oi ta-u. ac. jp/media/syllabus/syllabus2016/mp. pdf 



担当教只IT;

実務右経鉦験o:

゜教只の実ぢ
システムエンジニア，開発者

江摯

実務経験た亀を
しヽかし 情報システムに関連する実用的なマルチメディア処理技術について悦明する．
守内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・【新主題】／（ 分野） 授業形式
マルチメディア処理濱習(MultimediaProcessing Seminar) 

S642S410 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名行天啓—

選択 1 2年 理工学部 後期

E-mai I ffYOhten@oita-u.ac jp 内線 7865 

授 本演習は， 「マルチメディア処理」において学んだ手法を， C言語を用いてコンピュータ上に実装する技術を習褐することを目的とします。まず，マルチメディアデータ
集の入出力機能を実装することにより，各種データがコンビュータ上でどのように表現されるかについて理解します。その上で， 「マルチメディア処理」の授業で紹介した各

の 種手法を＝ンピュータ上に実装することにより，マルチメディア処理に関わるプログラミング技術を修褐します。同時に，作成したプログラムによって得られる結果を検討

概 ・考察することにより，マルチメディアデータから獲得することができるデータや，マルチメディア処理によって得られる効果などについて，深く理解します。

蔓

澳体的な至If連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1マルチメディアデータの入出カ ・ 変換 • 特徴抽出など，さまざまな関連アルゴリズムをプログラミ ングし，応用できる。

゜゚ ゜目標2 C言語により実現されたソフトウェアをソースコードレベルで分析する技術および機能を拡張する技術を体得し，活用できる。

゜゚ ゜目標3課題を解決するための事項を座学の授業内容から把握し，さまざまな方策を体系的に見出す技術を体得し，活用できる．

゜゚ ゜目標4演習課題を的確に把握して分析し，決められた期日内にスケジューリングおよび実装する技術を体得する。

゜゚ ゜目標5演習課題に取り組む上で，座学で明確に提示しなかった事柄について自ら情報収集することができる能力を身につけ活用できる。

゜゚ ゜目標6各アルゴリズムの意義や限界について体螺し，様々な科学的事項について分析縫論することができる能力を身につけ活用できる。

゜゚ ゜目標7演習課題の考察執箪を通じて，伝えたい事柄を論理的に正しく記述することができる能力をgにつけ，活用できる。 00  

゜゚目標8

目標9

目標10

授業の内容

1マルチメディア処理演習の悦明 環境設定

2画像データ入出力 濃淡画像画素値操作

3濃淡画像処理 (1) 幾何学的変換など（その1)

、4濃淡画像処理 (2) 幾何学的変換など（その2)

5濃淡画像処理 (3) 各種濃淡画似処理（その3)

6濃淡画像処理 (4) 各種濃淡画像処理（その4)

7濃淡画像処理 (5) 各種濃淡画像処理（その5)

8二俯画像画素値操作

9二値画像処理 (1) 各種二値画像処理（その 1)

10二値画像処理 (2) 各種二値画像処理（その2)

II一値画像処理 (3) 各種ーイ直画像処理（その3)

12二値画像処理 (4) 各種二値画像処理（その4)

13画像特徴 (1) 各種特徴抽出処理（その1)

14画像特徴 (2) 各種特徴抽出処理（その2)

15動画像処理 各種動画像処理

ラア A：知紐の定着・確認
Moodieを用いて，学生が提出したプログラムを公開し，お互いのプロク

工そ
lクB．意見の表現・交換 oラムを参考にすることができるよ うにします。また，提出したレポー ト夫の

-•••T 一c：応用志向 を学生同士で相互評価してもらいます。その結果に基づき，自分のレポ 他
ンイ トの内容を修正してもらいます。 の
グブ D．知鰈の活用・創造

時間外学修
準傭 すべての問題は「マルチメディア処理」で税明した内容と深く関連するので，事前に「マルチメディア処理」の授業内容を復習しておいてください(7.Sh) 

学修
の内容と時

事悛 演習時間内にプログラミングを完了させることができなかった場合は，提出期限までに完成させる必要があります。 (0-!Sh) 間の目安
学修 いくつかの課題についてはレポートを課しています。期限までに提出するように注意して下さい。また，レポートについては，学生同士で相互評価します

教科書は指定しません。 「マルチメディア処理」で用いる資料を使用します。

教科書

(I)田村秀行：コンピュータ画像処理，オーム社(2002)

参考書 (2)ディジタル画像処理， CG-ARTS協会(2004)

成 評佃方法 劉合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 演習時間内プログラム評価 501' 

゜゚ ゜゚ ゜価提出プログラム評価 30" 

゜゚ ゜゚ ゜゚の 提出レボート評価
方

20" 

゜゚法

及

び
評

価

害l
合

注意事項

傭考
教只免許「情報J指定科目。JABEE 「知能情報プログフム」学習 ・教育到達目標(A3),(82, 3), (C2, 3), (DI), (d4)関連科目．

リンク
全文は以下の通り

URL ~ttp.//.,.,.,2. csis. oita-u. ac. jp/media/syllabus/syllabus2016/mps. pdf 



担当教且c
実務経験c

゜右鉦教且の実秒 システムエンジニア，開発者
江藝

実務経験た懃を
いかし 情報システムに関連する実用的なマルチメディア処理技術について悦明する．
守内容



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題 】／（分野） 授業形式

コンビュータグフフィックス(ComputerGraphics) 

S643S400 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 畑中裕司

選択 2 3年 理工学部 前期

E-mai I hatanaka-yuj i@o i ta-u. ac. j p 内績 7876 

授 医療製品設計，芸術教育など，さまざまな分野に応用されているコンピュータグラフィックスの基本原理について学びます。物体の形状を立体的に定義したり（モデリン

集 グ），ディスプレイ装置上に本物らしく画像を描き出したり（レンダリング） ，物体等に動きをつけたり（アニメーション）するための仕紐，処理アルゴリズム，データ樟

の 造等について学習します。また，基本原理の学修と並行して，各種の技法を用いて制作した映像作品などについても随時紹介します。

概

蔓

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1 2次元および3次元図形の座標変換の原理を理解して計算問題の解導出に活用できる。

゜目標2図形データのコンビュータ上でのモデル化とその解析・編集方法を理解して貌明できる。

゜目標3色や光の表現とその計算方法を問題の解導出に活用できる。

゜目標4 コンピュータグラフィックスの基本原理とディスプレイ等の表ホ機器上に表現される映像とを技術的に関連づけて悦明できる。

゜目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

阻業の内容

1コンビュータグラフィックス (CG)の歴史および応用分野

2 2次元CGの基硝：画像処理と幾何変換

3 3次元CGの基碕： 3次元座標系，幾何変換

4投影変換

5 ピューイングパイプライン

6モデリングの基礎

7中間のまとめ 2次元と3次元CGの座標系

8モデリング ：近似曲線

9モデリング ．ポリゴン

10レンダリング：隠面消去，シェーディング

IIレンダリング ：影付け．マッビング

12アニメーション

13グラフィックス制作演習1:光源，幾何変換

14グラフィックス制作浪習2:テクスチャマッビング，表面反射，質蝶

15グラフィックス制作演習3:アニメーショ ン作品制作

ラア
A•知諜の定着 ・ 確認 Oグラフィックス制作演習を通じて、基硝技術の理解を深めるとともに倉I

工そ
lクB．意見の表現・交換

造的な作品作りを行います
夫の

--T - c：応用志向 他
ンイ の
グブ D：知紐の活用・創造

゜時間外学修
準備 授業内容を予習すること (6h)

学修 また、制作演習で自身が実施する内容を需要までに考えてくること (Sh)
の内容と時

事後 譲義内容を復習し，提示した課題に解答すること (6h)
間の目安

学修 グラフィックスの作品を完成させる (5h)

適宜，資料を配付します．

教科書

(I)藤代一成（編）：コンビュータグラフィックス， CG-ARTS協会． 2016

参考書 (2)藤代 ・奥宮（編）：ピジュアル情報処理 ーCG・画像処理入門―,CG-ARTS協会， 2017

(3)荒屋只二 ：明解3次元コンピュータグラフィックス，共立出版， 2003

成 評価方法 割合
目標 目樗 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 期末試験 40% 

゜゚ ゜゚価 中間試験 30% 

゜゚の 課題レポート ・演習 301' 

゜゚方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項

傭考
教只免許 「情報J指定科目． ]ABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3),(d4)関連科目。

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・［新主題 】／（ 分野） 授集形式
人工知能基礎(Artificial Intel I icenee) 

S612S402 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名高見利也

必修 2 2年 理工学部 後期

E-mai I takami-toshiya@oita-u ac jp 内繰 7880 

｀ 
授 計算機に知的な振る繹いをさせるために必要な基礎技術を扱う。まず人工知能の歴史を押さえた上で，基本的な要素技術と して，状態空間の探索技術，知識表現と処理技術
業，推論技術，学習技術などの概要を学ぶ。

の

概
蔓

具体的な到違目標 OP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1人工知能技術の特徴及び適用分野に関して説明できる。

゜目標2 主要な探索アルゴリズムを列挙できる。

゜゚目標3確率的生成モデルとその応用手法について説明できる。

゜
0 

目標4主要な機械学習方式について、その勤作原理を説明できる。

゜目標5人工知能技術の発展方向，派生／新技術について概要を説明できる。

゜目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒集の内容

1人工知能とは何か、歴史

2探索(1)：状態空間表現

3探索(2)：最適経路探索、ゲーム理論

4確率(I)：条件付き確寧、ペイズの理論

5確率(2)：確率的生成モデル、ナイープベイズ

6計画と決定(1)・動的計画法

7計画と決定(2) 強化学習

8 中間試験

9状態推定（I).ベイズフィルタ

10状態推定（2) 粒子フィルタ

ll学習と認識（1):クラスタリング、教師なし学習

12学習と認識(2)：バターン認識、教師あり学習

13学習と認臓（3) ニューラルネット

14自然言話処理：形揺素解析、単語と文章のベクトル表現

15知能と創発： 実世界知能、人工生命、群知能

ラア A• 知鰈の定着・確認 〇毎回、講義の最後に小テストを実施し、習得した知織の確認ができるよ
工そ

lクB．意見の表現・交換 うにする。 夫の
-- T -
c：応用志向 他

ン イ の
グブ 〇，知識の活用・創造

準備 テキス トを事前に読んでおく (IOh)．

時間外学と修時 学修
の内容

事後 小テストで理解が不十分だったところを復習する(5h)。各授業回の内容に関連する括題について、参考書やインターネット等を利用して理解を深める(10h)。間の目安
学修

谷口忠大 「イラストで学ぶ 人工知能概綸（改訂第2版） J講餃社 ヽ

教科書

参考書を指定しない。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
』 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 中間試験 401' 

゜゚ ゜゚価 期末試験 60% 

゜゚ ゜
O・ 

゜の

方
法

及

び
評

価

魯l

合

注意事項

備考
JABEE「知能情報プログラム」学習 ・教育到達目標(A3), (B2), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（分野） 授集形式
ヒューマン ・インタフェース(HumanInterface) 

S612S403 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙・限 担当教員

氏名古家賢一

選択 2 2年 理工学部 後期

E-mai I furuya-kenichi@oi ta-u ac jp 内繰 7879 

授 1．授業の目的

業コンピュータを人と人とをつなぐコミュニケーションメディアととらえて，人とコンピュータとのインタフェースのあり方やインタフェースシステムの設計法を，人的特付

の の面，コンビュータシステムとのインタラクション面，ハード／ソフトウェアシステムデザイン面から学びます。

概
蔓 2.カリキュラムに占める位置

具体的な到違目襴 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1各種システムの構築に際して，システム自体についての設計以外に，人とのインタフェースを扱う部分に関する設計の重要性を 00  

゜目標2インタフェースの餃計では，システム中心ではなく，人中心の考え方が大切であることを貌明できる。 00  。
目標3人中心の設計のための科学的 ・技術的方法を理解したうえで活用できる。 00  

゜目標4

｀ 目標5

目標6 ヽ

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1人間とヒューマンコンピュータインタラクション

2 ヒューマンインタフェースとは，人間の感覚と知覚，人間の認知と理解

3対話型システムのデザイン

4 デザイ ン目標とユーザ特性，対話型システムの設酎原則

5入カインタフェース

6 キーポード，ポインティングデパイス，携帯型コンビュータ

7中間試験， ピジュアルインタフェース

8表示デバイス， GUIの基本概念，ウィンドウシステム，情報視覚化

9人とコンビュータのコミュニケーション

10ノンバーバルコミュニケーション，廿声インタフェース，マルチモーダルインタフェース

11空間型インタフェース

12パーチャルリアリティ，実世界志向インタフェース

13協同作業支援のためのマルチューザインタフェース

14マルチューザインタフェース，コンピュータによる協同作業支援，グループウェアの分類

15インタフェースの評価，評価の目的，評価技法の種類，開発プロセスにおける評価の意義

ラ ア
A．知謙の定着 ・確認 〇授業中に理解度を確認するための試験， レポー ト課題あるいは演習問匙

工そ
1クB．意見の表現・交換 を謀す。

夫の
ーアc：応用志向 他
ンイ の
グブ 〇：知謙の活用 ・創造

時間外学修
準傭 教科書を予習して来てください (15h),

学修
の内容と時

事後 復習で教科書を読み返し，内容を理解していってください (15h) 0 間の目安
学修 課題レポートを嗜実に提出していくこと。

岡田謙一ほか ・ヒューマンコンビュータインタラクショ ン，オーム社．

教科書

(1)ヤコプ ・ニールセン：ウェプ ・ユーザピリティ，エムディエヌコーポレーション (2000)

参考書 (2)神崎洋治他：検索エンジンの仕組み， 日経BPソフトプレス (2004)

(3)ジェフ ・ラスキン：ヒューメイン ・インタフェース， ピアソン ・エデュケーション (2001)

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目櫂 目櫂 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 績

゜゚ ゜
評 中間試験 30% 

価 課題レポート 201' 

゜゚ ゜の 期末試験 50% 

゜゚ ゜方

法

及

び

評

価

割

合

注意事項

傭考
JABEE「知能情報プログラム」（必修），学習 ・教育到達目標(A3),(82), (D2), (d4)関連科目．

リンク
URL I 



担当教只IT,

実務右経聟験(T;

゜教只の実召
情報通償企業で通信会議システムの研究開発に従事江鵬

実い務守か経内し験容た竜を企業においてどのように研究開発を行うかを経験をもとに紹介



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・ ［新主題】／（分野） 授業形式
ウェブサイエンス(WebScience) 

S643S401 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曙 ・限 担当教員

氏名吉崎 弘一

選択 2 3年 理工学部 後期

E-mai I kyoshi@oita-uac.jp 内練

授 私達が様々な場面で利用するWebシステムは、多くの要素技術から構成された計算機応用の典型例と言える。 Webシステムの特性を理解し、効率的にシステムを開発するには

業、 その基礎知識と要素技術の習得が必要である。 この授業ではクラウドサーピスを用いて実際にWebシステムを開発しながら、それらを習得することを授業のねらいとする
の 。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1Webシステムが動作する基本的な知識と技術を身につける。

゜目標2標準的な技術を用いてWebページを作成できる。

゜目標3Web APIを活用した『ebシステムを開発できる。

゜目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

牒業の内容

1オリエンテーション

2クラウドサービスとWebシステム

3 HHILで情報の構造化

4スタイルシートとメディアの利用

5 JavaScriptで'DOIi操作

6 HTTPでWebページにアクセス

7 HTTPでWebAPIにアクセス

8 Faasで"ebAPIの構築

9フロントエンドフレームワークの導入

10フロン トエンドフレームワークでDOM操作

11フロントエンドフレームワークでルーティング

12データペースの設計と参照

13 HTTPでデータ送信

14コンポーネン ト間のデータ共有

15 Webシステムの公開と責任

ラア
A：知謙の定着・確認 0 PC及び無償利用可能なクラウドサービスを活用した開発演習を行う。

工そ
学習支援システムLePoの活用

1クB•意見の表現 ・ 交換 夫の
ー-ア-c：応用志向

゜
他

ンイ の
グブ D：知諜の活用 ・創造

時間外学修
準傭

学修
の内容と時

事後 授業で学習したこ•とを活かした課題の完成 (23h) 。
間の目安

学修

学習支援システムLePoにWeb教材として掲載．

教科書

参考書は授業中に適宜紹介。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目櫂 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 開発課題 93% 

゜゚ ゜価 レポート 7% 

゜の

方

法

及

び

評

価

劉

合

注意事項
実習環境としてAmazonWeb Servicesの利用を予定

教且免許「情報」指定科目。
備考 JABEE「知能情報プログラムJ学習 ・教育到達目標(A3),(El), (d4)関連科目．

t 

リンク
URL 



ナンバリング 授集科目名（科目の英文名） 区分・［新主題】 ／（ 分野） 授集形式

科学英栢表現法 (AdvancedEne I i sh for E ngineering and Science Study) オンライン （同時双方
S643S500 向型、含対面）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名園井千音、佐々木朱美、大谷英理果

選択 2 3年 理工学部 後期

E-mai I chi neOo i ta-u. ac. j p (園井）、 akemisalloita-uac jp (佐々木）、 o-eri kato i ta-u. ac. j p 

授 理工学部の高学年次にふさわしい知的言栢運用力、この習得に必要な専門的知謙、科学と社会的文化的関連について英託で学ぶ。また科学や社会、文化の総合的内容を英駐

集で読みまた、それについて論理的に思考することができる。英語の文法的知識、話彙、発音などについて知識を得、それらを運用し自分の意思を正確に伝達することができ

の る。英語による広く深い知識を習褐することを目的とする。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1科学、また科学と社会的文化的背呆について英栢で読むことができる。 00  

゜゚目標2英語により自分の考えを話すことができる。 00  00  

゜目標3英栢により論理的にエッセイ作成をすることができる。 00  

゜゚目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授集の内容

1イントロダクション

2英文エッセイ糀解 (1)

3英文エッセイ読解 (2)

4英文エッセイに関する英託による意見表現 (l)

5英文エッセイに関する英栢による意見表現 (2)

6英文エッセイ読解 (3)

7英文エッセイ読解 (4)

8英文エッセイに関する英栢による意見表現(3)

9英文エッセイに閉する英話による意見表現(4)

10英文エッセイ統解 (5)

11英文エッセイ院解(6)

12英文エッセイに関する英話による意見表現(5)

13英文エッセイに関する英栢による意見表現 (6)

14復習とまとめ (1)栢彙 ・文法総合的復習

15復習とまとめ (2)英作文もしくは意見発表

ラア A．知諜の定着・情認
〇英語の辞書活用に慣れること。英栢表現の特徴について日本匝表現との

工そ
図書館における資料検索などの実施 自由な作文課題を選ぶ

lクB：意見の表現 ・交換 。 違いについて常に認識すること。各講義において、ベアワーク、 ディス 夫の
-T  c応用志向

カ゚ッションなどを通して、より英栢語彙力の多い英藷読解と論文作成を 他
ンイ 実践する゜ の
グブ 0•知謙の活用・創造

゜時間外学修
準備 各主題のテキストや参考資料について必要に応じて予習する (15h・学期合計）各主題の英梧エッセイや作文内容についてより詳しい情報を必要に応じて収負

学修 する (15h：学期合計）
の内容と時

事悛 各主題のテキストや参考資料について栢彙、英栢内容について復習 (15h 学期合計）各主題の英栢作文や英話貌解についての課題を完成させる (15h：学期合
間の目安

学修 計）

講義で指示する。

教科書

講義で指ホする。

参考書

成 評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目憬

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評 英栢による作文小課題 30% 

゜゚ ゜価 英語によるディスカッション 10" 

゜゚ ゜の

方
総まとめ筆記試験 60" 

゜゚ ゜法

及

び
評

価

割

合 ’ 

注意事項
なし．

備考
なし．

リンク
URL I 



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分・ 【新主題］／（分野） 授集形式
インターンシッブA(lnternshipA) 

S642S632 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

氏名 岩本光生

選択 1 2年、 3年 理工学部 前期

E-mai I iwa@oita-u ac.jp 内線 7806 

授 実際の業務を体験することにより講義や演習 ・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展呈

集を認識する。また、戟業人となるためのキャリア形成や自己分析のために、今後の学條の方向性への示唆や職業選択を行う場合に必要な自分の適性や聞種についての理解を
の 深める。

概

蔓

具体的な到違目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来謙業人として活躇するための方法論や職業選択を行うための経験を布む。 00  00  00  
目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1企業、官公庁等の実際の輯場において夏季休業中に2週間以上の実習を行い、

2 .実際の業務の流れはどのようになっているか

3 ・職場では学卒者としてどのような役割を求められているか

4 ・現湯ではどのような知識、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通じて学ぶ。

6なお、企業等へ派遣される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は報告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A：知諜の定着・確認 〇実際の職場による研佐により、自ら考え行勤する力を育む。

工そ
・事前研條会の実施

lクB・意見の表現・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

- T 
C．応用志向

゜
他 ・研怯報告書の作成

ンイ の
グブ D：知謙の活用・ 創造

゜時間外学修
準備 事前研究会を基にした、事前準備 (7. 5時間）

学修
の内容と時

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準備 (7 5時間）間の目安
学修

必要に応じてプリントを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績
実習先による評価

゜
評 JOO~ 

儘

の

方

法

及

び
評

価

割

合

・学生保険に必ず加入のこと
注意事項 • 安全に注意すること

傭考

リンク
URL I 



担当教只q

実務右経無験(T,

゜教貝の実務
岩本光生 ・昭和62年4月～平成2年 12月 ・（株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知識を基礎とした応用製品の開発を担当

“‘ 教貝以外て
指導に関わ

゜る実務経騎

者の有無

教只以外(T;

指導に関わ 実習先の企業 ・行政の様場の担当者 ．実習を通して実務を体験する。

る実務経葛
者

実務経験を

いかも内し容たを 実際の企業での謙務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。



ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 ・【 新主題】／（分野） 授業形式
インターンシップB(Internship B) 

S642S633 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教R
氏名 岩本光生

選択 2 2年、 3年 理工学部 前期

E-mai I iwato i ta-u. oc.j p 内練 7806 

授実際の業務を体験することにより講義や浪習・実験等、大学で学修している内容の社会的意義や社会との関わりについて理解を深め、卒業研究に対する自覚と将来への展望

集を認織する。また、靡業人となるためのキャリア形成や自己分祈のために、今後の学條の方向性への示唆や職業遺択を行う場合に必要な自分の適性や粒種についての理解を

の深める。

概

憂

具体的な到達目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

目標1企業や行政の実際の業務を体験し、将来職業人として活躍するための方法綸や謙業選択を行うための経験を百む。 00  00  00  
目標2

目標3 I 

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

浸業の内容

1企業、官公庁等の実際の諜場において夏季休業中に4週間以上の実習を行い、

2 .実際の業務の流れはどのようになっているか

3 ・識場では学卒者と してどのような役割を求められているか

4 ・現場ではどのような知諜、スキルが求められているか

5等を実際の体験を通じて学ぶ。

6なお、企業等へ派遣される前には事前研修会に出席するとともに、終了後は怜告会において実習で得られたことを報告する。

7 

8 ， 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

ラア
A：知謙の定着 ・確認 〇実際の臓場による研修により、自ら考え行動する力を育む。

工そ
・事前研修会の実施

／ク B•意見の表現・交換

゜
夫の ・事後報告会の実施

- T c：応用志向

゜
他 ・研條報告書の作成

ンイ の
グブ D：知謙の活用・創造

゜準傭 事前研究会を基にした、事前準備 (15時間）

時間外学と修時 学修
の内容

事後 研修報告書の作成と、事後報告会での発表とそのための準備 (15時間）
間の目安

学修

， 必要に応じてプリ ントを配布する。

教科書

必要に応じてプリントを配布する。

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

績評実習先による評価 JOO~ 

゜価

の

方

法

及

び
評

価

罰

合

・・学生保険に必ず加入のこと
注意事項 • 安全に注意すること

傭考

リンク
URL I 



担当教只の

実務有経無験の

゜教只の実秒
岩本光生 ：昭和62年4月～平成2年 12月 （株）日立製作所家電事業部で冷蔵庫などの伝熟学の知識を基礎とした応用製品の開発を担当

‘“ 教只以外て
指導に関わ

゜
る実務経慰

者の右無

教只以外C

指導に関士 実習先の企業 ・行政の棘場の担当者 ：実習を通して実務を体験する。

る実務経葛
者

実務経験る

い守か内し容た屹 実際の企業での謙務経験をもとに，学生のインターンシップでの注意点などの指導を行う。



ヽ
ナンバリング ．授集科目名（科目の英文名） 区分 ・【新主題】／（分野） 授業形式

起業家育成講座(Trainingfor Entroporonour) 

S691S700 

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜 ・限 担当教員

氏名 氏家訳司

選択 2 
1年，2年， 3

理工学部 前期
年， 4年

E-mai I seuj i ieOoita-u.ac.jp 内線 7903 

授 次代の担い手となる若手起業家の輩出に向けた人材育成に資する講義を行う 企業研究を行い，企業経営や殷略について理解し，実際に事業計画を立て，理解を深める

業
の

概

夏

具体的な到連目標 DP等の対応（別表参照） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
目標1起業に必要となる企業経営に関する基礎知識や考え方について体系的に理解し，習得する。 00  
目標2実際の起業の例について，学び，検討するとともに，その概要を理解し，身につける 00  

゜目標3起業を想定した事業計画をグループで実際に作成し，貌明できるようになる． 00  00  00  
目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

授業の内容

1創業の基礎知識に関する謂義

2県内起業家 ・経営支援者等を招いた講話等

3県内起業家 ・経営支援者等を招いた講話等

4企業研究（講義，討論等）

5企業研究（講義，討論等）

6企業研究（講義．討論等）

7企業研究（講義，討綸等）

8企業研究（講義，討綸等）

9事業計画作成の基礎を学ぶ謂義 ， 

10事業計画の検討に係るワーク

11事業計画の検討に係るワーク

12事業計画の検討に係るワーク 事業計画の概要発表

13事業計画の概要発表

14事業計画の概要発表

15産学連携の重要性

ラア A：知織の定着・確認 0意見交換，事業計画の立案演習，プレゼンテーションと意見交換 ． 工 そ 授業は外部講師 （専門家等）との運携で行う．
lクB：意見の表現・交換

゜
夫の

ーア C•応用志向 他
ンイ の
グブ D．知紐の活用・劃造

゜準傭 事業計画書立案のための情報収集および事業計画書作成を行う．（15h) ＇ 
時間外学と修時 学修
の内容

事複 授業の内容を復習し，事業計画書作成に役立てる．（15h)間の目安
学修

資料を配布する．

教科書

参考書を指定しない．

参考書

成評価方法 割合
目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標 目標

績
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

評演習 10% 

゜゚価 事業計画書作成 ． 40% 

゜゚の プレゼンテーション 50% 

゜方
法

及

び
評

価
劉

合

講義は集中的に行う
注意事項 開講日は6月～8月の中で3~4日間（できるだけ連続になるように日程を組む）となる予定．

傭考
本講義の受講生が，ビジネスプランに関するコンテストで，賞を獲得している．

リンク
URL I 



1企業経営指導を行っている中小企業診断士の方に事業計画書作成指導などを分担してもらう．

I財務，会計，経営，事業計画など企業運営についての指導経験をもとに事業計画書の作成指導を行う．




